
【安全への取組】

ⅰ建設業三大災害（墜落・転落、建設機械倒壊、崩壊）防止の対策と強化

ⅰ-1入場時教育の実施
新規に入ってくる作業員は基本的知識の不足、作業環境に不慣れなこと等から災害を発生させる
割合が高くなっているため、新規入場者教育に力を入れ、災害防止につなげる。
新規入場者は3日間～1週間ヘルバンド、ステッカーにより識別化を行う。

入場時教育実施簿
新規入場者教育実施

報告書

【新規入場者教育実施報告書】
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【入場時教育実施簿】



新規入場者教育写真 新規入場者教育写真

新規入場者教育写真
ヘルバンドによる新規入場者

識別写真
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【入場時教育実施風景】

【ヘルバンドによる識別】
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ⅰ-2安全ミーティング、危険予知ミーティングの実施（KYM・リスクアセスメント）
毎日、作業前に危険予知ミーティング（KYM・リスクアセスメント）を全員参加で行い、
その日の作業内容から予想される危険を洗い出し、作業開始前に対策を講じることでリスクを低減
する。

KYM記録用紙
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【KYM（リスクアセスメント）記録用紙】



KYM活動写真 KYM活動写真

KYM活動写真
・作業内容は具体的に記入されていますか？
・予想される危険の洗い出しは十分ですか？
・危険度（可能性×重大性）評価はこれでいい
ですか？
・対策は具体的、かつ効果的ですか？
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【朝礼、KYM（リスクアセスメント）活動風景】


